
 

 

船舶事故調査報告書 

令和４年３月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（岸壁） 

発生日時 令和３年８月５日 ０８時１７分ごろ 

発生場所 山口県宇部市所在の宇部港新町１号岸壁 

 宇部港西防波堤灯台から真方位０３７°１,３００ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５６.８′ 東経１３１°１４.４′）  

事故の概要  貨物船GREEN
グ リ ー ン

 FUTURE
ヒューチャー

は、押船飛鳥
あ す か

を使用して着岸操船中、岸壁に衝

突した。 

事故調査の経過 令和３年８月２５日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 GREEN FUTURE（マーシャル諸島共和国籍）、９,９４３ト  

  ン 

９８８９６３１（ＩＭＯ番号）、株式会社共和通商 

Ｂ 押船 飛鳥、１９６トン 

   １３１６１０、宇部ポートサービス株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（フィリピン共和国籍）、締約国資格受有者承認証 船長

（マーシャル諸島共和国発給） 

Ｂ 船長Ｂ、三級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 右舷船尾部外板に凹損及び擦過傷 

岸壁 コンクリート部破損 

Ｂ なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 

 

Ａ船は、船長Ａほか１９人（全員フィリピン共和国籍）が乗り組

み、宇部市所在の宇部港新町１号岸壁（以下「本件岸壁」という。）

に入船右舷着けする目的で、Ｂ船を左舷船尾側から、もう１隻の押船

（以下「Ｃ船」という。）を左舷船首側から、それぞれタグラインを

とり、両船と併走して宇部港内を北北東進した。 

 船長Ａは、Ａ船が本件岸壁に近付いた際に約１.４ノットの対地速

力まで減速し、船首から本件岸壁の北西端まで約５０ｍの距離になっ

た時に主機を停止し、Ｂ船及びＣ船に対して本件岸壁に近付くまで 

ゆっくり押すように指示した。 

Ａ船は、船長Ａが、Ａ船の右舷船尾側が右舷船首側より本件岸壁に

近付き過ぎるのを認め、Ａ船の船尾を押していたＢ船に対してタグラ

インを引くようにトランシーバで指示を出したものの、Ｂ船がタグラ

インを引かず、Ａ船の右舷船尾部が本件岸壁に衝突した。 



 

 

Ｂ船の航海士は、トランシーバで聞いた船長Ａからの「引け」とい

う指示を誤って「押せ」と船長Ｂに伝えた。 

船長Ｂは、既に押しているのに押せという指示に違和感を覚え、Ｂ

船の主機を中立運転としたのち、Ａ船が着岸したのを確認し、宇部港

内の定係地に帰航した。 

船長Ｂは、帰港後、船舶代理店からＡ船が本件岸壁と衝突したこと

を知らされた。 

船長Ｂは、Ｂ船の操舵室からはＡ船の外板しか見えず、Ａ船の右舷

から岸壁までの距離等、着岸時の詳細情報を共有すべきであったと本

事故後に思った。 

分析  Ａ船は、Ｂ船及びＣ船を使用して本件岸壁に右舷着けで着岸操船

中、船長Ａが船尾を押していたＢ船に対してトランシーバで引けの指

示を出したものの、船長Ｂに正しく伝わらなかったことから、また、

船長ＢがＡ船の着岸状況を把握していなかったことから、Ｂ船がタグ

ラインを引けず、Ａ船の右舷船尾部が本件桟橋の北西端に衝突したも

のと考えられる。  

Ｂ船は、Ｂ船の航海士が、トランシーバで聞いた船長Ａからの「引

け」という指示を誤って「押せ」と船長Ｂに伝えた事から船長Ａの指 

示が船長Ｂに正しく伝わらなかったものと考えられる。 

Ｂ船は、操舵室からはＡ船の外板しか見えず、Ａ船の右舷から岸壁

までの距離等、着岸時の詳細情報を共有できなかったことから、船長

ＢがＡ船の着岸状況を把握していなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が、Ｂ船及びＣ船を使用して本件岸壁に右舷着けで

着岸操船中、船長Ａが船尾を押していたＢ船に対してトランシーバで

引けの指示を出したものの、船長Ｂに正しく伝わらなかったため、ま

た、船長ＢがＡ船の着岸状況を把握していなかったため、Ｂ船がタグ

ラインを引けず、Ａ船の右舷船尾部が本件桟橋の北西端に衝突したも

のと考えられる。  

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、着岸操船時において、タグボートを使用する際は、タグ

ボートの船長とコミュニケ－ションを十分にとり、岸壁との距離

を十分考慮して慎重に実施すること。 

 ・着岸する船の船長及びタグボートの船長は、着岸操船時、岸壁ま

での距離等詳細情報を共有することが望ましい。    
 


